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～美郷幼稚園開園～～美郷幼稚園開園～
４月９日、中郡幼稚園、吉島幼稚園、東沢へ
き地保育所が統合し、美郷幼稚園が新たに開
園しました。
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楽
し
く
、
集
い
、

学
ぶ
、
語
ら
う
講
座
を
め
ざ
し
て

　
「
今
日
は
ど
ご
さ
い
ぐ
？
」

　
「
今
日
は
大
学
よ
」

　

普
段
交
わ
さ
れ
て
い
る
会
話
で

す
。

　

大
学
生
が
向
か
う
先
は
『
川
西

町
高
齢
者
大
学
』
で
す
。

　
『
川
西
町
高
齢
者
大
学
』
は
、

町
内
に
お
住
ま
い
の
お
お
む
ね
６０

歳
以
上
で
学
習
意
欲
の
あ
る
方
を

対
象
に
開
催
し
て
い
る
講
座
で
、

昭
和
４８
年
に
開
校
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
来
、
平
成
２４
年
度
で
４０
周
年

を
迎
え
る
長
寿
講
座
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
に
、
よ
り
多
く
の

方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

名
称
を「
高
齢
者
大
学
」か
ら『
川

西
ゆ
う
ゆ
う
大
学
』
に
衣
が
え
し

　

〜 

多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
の
学
習
会 

〜

　
「
生
涯
学
習
」
と
は
、
一
人
一
人
が
生
き
が
い
の
あ
る
、
充
実
し
た
人

生
を
送
る
た
め
に
自
分
か
ら
進
ん
で
行
う
学
習
の
こ
と
で
す
。

　

川
西
町
で
は
平
成
２１
年
度
に
生
涯
学
習
推
進
計
画
を
策
定
し
、「
ま
な

び
・
創
り
・
参
加
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

 

開
校
か
ら
４０
年
の

長
寿
講
座  

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
の
大
学
は
、
生
涯
学
習
の
一

環
と
し
て
、
町
が
行
う
中
央
学

部
（
年
２
回
）
と
各
地
区
交
流
セ

ン
タ
ー
が
行
う
地
区
学
部
（
年
４

回
ほ
ど
）
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
の
受
講
者
は
、
２
２
４
名

で
し
た
。

　

な
お
、
吉
島
地
区
で
は
「
燦さ

ん
さ
ん燦

塾
」
と
し
て
介
護
予
防
事
業
と
合

わ
せ
て
吉
島
小
学
校
な
ど
を
会
場

に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

高齢者大学
から

へ
ゆうゆう大学ゆうゆう大学ゆうゆう大学

た
と
え
ば
…

移
動
学
習

（
小
松
地
区
）

８
時　

　
　

バ
ス
で
出
発

９
時
３０
分　

手
織
り
じ
ゅ

う
た
ん
工
場
見
学

◆
目　

的　

海
外
へ
も
渡
る
山

形
の
製
品
の
製
造
過
程
や
古
く

か
ら
続
く
景
観
等
を
通
し
「
山

形
の
い
ま
」
を
知
る
。

◆
訪
問
地　

山
辺
町
・
朝
日
町

※“悠
ゆうゆう

々” はゆったりと落ち着
いたさま、限りなく続くさまと
いう意味から対象者をイメージ
する。また “優

ゆう

” や “遊
ゆう

” などの
ように身近な講座として変更し
ました。
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健
康
づ
く
り
や
芸
能
鑑
賞

移
動
学
習
な
ど

　

講
座
は
、
楽
し
く
集
い
学
び
語

ら
う
場
と
な
る
よ
う
、
様
々
な
メ

ニ
ュ
ー
を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
５
月
２６
日
に
は
フ
レ
ン
ド

リ
ー
プ
ラ
ザ
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と

な
る
全
体
会
を
開
き
、
落
語
家

　

川
野
目
亭　

南
天
氏
を
迎
え

て
「
な
ま
っ
て
笑
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
題
し
た
落
語
講

演
を
開
き
ま
し
た
。

　

全
体
会
２
回
目
は
、
１０
月
１３
日

に
開
催
し
、
山
形
大
学　

山
本
陽

史
教
授
か
ら
「
日
本
語
の
お
も
し

ろ
さ
と
井
上
ひ
さ
し
」
の
題
で
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
区
学
部
学
習
会
は
、
身
近
な

学
習
機
会
と
し
て
工
夫
を
凝
ら
し

て
い
ま
す
。
町
外
施
設
へ
の
移
動

学
習
や
健
康
づ
く
り
講
座
、
映
画

鑑
賞
、
趣
味
の
講
座
、
園
児
等
と

の
交
流
、
そ
ば
打
ち
体
験
な
ど
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
区
と
も
仲
間
を
誘
い
あ
い

な
が
ら
参
加
す
る
こ
と
で
毎
回
高

い
出
席
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
終
回
は
、
地
区
毎
に
閉
校
式

が
行
わ
れ
、
参
加
者
へ
皆
勤
賞
や

修
了
証
が
授
与
さ
れ
、
一
年
間
の

学
習
を
み
ん
な
で
喜
び
あ
い
ま
す
。

 

多
く
の

受
講
者
と
と
も
に

　

開
校
さ
れ
た
昭
和
４８
年
当
時
、

本
町
の
高
齢
化
率
は
、
約
１０
パ
ー

セ
ン
ト
で
し
た
。
現
在
は
３０
パ
ー

セ
ン
ト
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

本
大
学
の
受
講
者
は
年
々
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
地
区
運

営
委
員
の
皆
さ
ん
や
地
区
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
声
掛
け
が
あ
り
仲
間

が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
に
時
代
が
変
化
し
て
も
、

楽
し
く
集
い
学
び
語
ら
う
姿
は
、

次
世
代
へ
の
お
手
本
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
２４
年
度
『
川
西
ゆ
う
ゆ
う

大
学
』
は
、
多
く
の
受
講
者
と
と

も
に
笑
い
の
あ
る
楽
し
い
時
間
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
の
講
座
内
容
は
、
本
号

折
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
「
高
齢
者
」
の
名
称
に

な
じ
め
ず
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
方
、

ど
ん
な
内
容
な
の
か
わ
か
ら
な

か
っ
た
方
、
ぜ
ひ
、
各
地
区
交
流

セ
ン
タ
ー
や
ま
ち
づ
く
り
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

ま
ち
づ
く
り
課

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

℡
４２
―

６
６
６
８

棚
田
百
選「
大
蕨
の
棚
田
」

（
車
中
見
学
）

１２
時
２０
分　

り
ん
ご
温
泉

で
昼
食

１３
時
３５
分　

朝
日
ワ
イ
ン

城
見
学

１６
時
３０
分　

川
西
町
に
到
着

イ ン タ ビ ーーーュ

　今までの講座で特に良かったのは、整
体の講座です。腰の痛みも和らぎ、肩
も楽に上がるようになりました。小学
生と一緒にそば打ち体験をしたことも
ありました。講座は概ね月に１回程度
行われていますので、興味のある講座
にだけ出るのもいいですし、気軽に参
加してみると、意外と楽しめると思い
ます。

吉水　裕子さん
（大塚）

　近所の人に誘われたのがきっかけで、
昨年から参加しています。事務局がお
もしろい企画を考えてくれるので、毎
回楽しみにしています。昨年の講座で
はボーリングにも行き、数十年ぶりの
ボーリングを楽しみました。また、講
座に参加して知りあいも増えました。
大勢でわいわいと話すのも楽しみの一
つです。

水 裕

大勢で話すのも
　　楽しみの一つ

気軽に参加し
　　　　楽しんで

小形　喜輔さん
（尾長島）

運営委員長



活
動
ス
タ
ー
ト
!!

地
域
お
こ
し
協
力
隊

松ま
つ
だ田　
智と
も
ひ
ろ宏　

さ
ん

　

東
京
都
中
野
区　

出
身

「
川
西
町
は
、
自
然
が
豊
か
な
こ

と
に
加
え
、
お
い
し
い
お
米
と
牛

も
取
れ
る
、
他
の
地
域
か
ら
見
る

と
う
ら
や
ま
し
い
限
り
の
住
環
境

が
整
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
町
の
雰
囲
気
が
、
昔
な
が

ら
の
渋
い
レ
ト
ロ
感
が
醸
し
出
さ

れ
て
い
て
、
新
旧
の
バ
ラ
ン
ス
が

絶
妙
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し

た
。」

▲（写真左から）松田智宏さん、稲葉鮎子さん、吉田勝信さん、塗貴旭さん

　

４
月
３
日
、
町
で
は
４
名
の
都
市
地
域
出
身
者
を
「
平
成

24
年
度
川
西
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
総
務
省
が
進
め
る
取
り
組
み
で
、
住

ま
い
を
任
地
に
移
し
た
う
え
で
、
地
域
を
町
民
と
と
も
に
元

気
に
す
る
活
動
を
行
う
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、
昨
年
度
か
ら
継
続
す
る
１
名
に
新
た
に
３
名

を
加
え
た
計
４
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

稲い
な
ば葉　

鮎あ
ゆ
こ子　

さ
ん

　

栃
木
県
栃
木
市　

出
身

　
（
前
住
地
：
東
京
都
小
金
井
市
）

「
桜
が
咲
き
は
じ
め
た
東
京
か
ら

川
西
町
に
来
て
み
た
ら
ま
だ
ま
だ

た
く
さ
ん
の
雪
が
あ
り
ま
し
た
。

住
み
始
め
た
家
の
窓
か
ら
見
え
る

雪
の
大
地
や
山
々
が
青
く
な
る
頃

が
待
ち
遠
し
い
で
す
。
料
理
が
好

き
な
の
で
川
西
町
や
置
賜
の
四
季

折
々
の
美
味
し
い
も
の
や
料
理
を

教
え
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で

す
。」

吉よ
し
だ田　

勝か
つ
の
ぶ信　

さ
ん

　

東
京
都
新
宿
区　

出
身

　
（
前
住
地
：
山
形
県
長
井
市
）

「
今
年
の
2
月
に
ま
ど
か
で
お
こ

な
わ
れ
た
「
雪
見
の
宴
と
雪
見
の

市
」
に
企
画
運
営
・
広
告
制
作
と

し
て
関
わ
り
、
川
西
の
漬
け
物
、

ま
ん
じ
ゅ
う
、
温
泉
、
催
し
も
の

を
ワ
イ
ワ
イ
と
楽
し
ま
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
こ
の
時
に
「
川
西
町

に
来
た
ら
良
い
の
に
」
と
誘
っ
て

い
た
だ
い
た
の
が
き
っ
か
け
に
な

り
ま
し
た
。」

塗ぬ
り　

貴た
か
あ
き旭　

さ
ん

　

埼
玉
県
川
口
市
出
身

「
去
年
６
月
か
ら
吉
島
地
区
に
て

活
動
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
は

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
４
名
と
な

り
役
場
に
拠
点
が
移
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
活
動
に

関
わ
り
、
町
の
良
さ
を
見
つ
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」

問町まちづくり課 
　地域づくり推進室
☎４２－６６１３
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犬
川
地
区
に
あ
る
「
犬
川
龍
蔵

桜
」
が
、
美
し
い
山
形
・
最
上
川

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
提
唱
す
る
『
最
上

川
夢
の
桜
街
道
〜
や
ま
が
た
桜
の

札
所
・
三
十
三
カ
所
巡
り
〜
』
に

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

や
ま
が
た
桜
の
札
所
と
は
、
桜

を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
観
光
振
興

や
、
桜
を
通
じ
た
観
光
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
築
き
、
山
形
県
の
元
気
な

観
光
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

犬
川
龍
蔵
桜
は
樹
齢
約
65
年
、

幹
回
り
４
・
５
ｍ
の
大
山
桜
で
、

特
徴
と
し
て
色
が
濃
く
、
鮮
や
か

な
ピ
ン
ク
色
の
花
を
咲
か
せ
ま

す
。
花
の
見
ご
ろ
は
例
年
４
月
25

日
前
後
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
は
龍
蔵
桜
の
他
に
も
、

美
女
木
の
枝
垂
れ
桜
、
置
賜
公
園

の
桜
、
立
岩
の
石
割
桜
な
ど
多
く

の
桜
の
銘
木
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
も
素
晴
ら
し
い
花
を
咲
か

せ
て
く
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

犬
川
地
区
の
『
龍
蔵
桜
』
が

や
ま
が
た
桜
の
札
所
に
選
定

　

川
西
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

の
検
討
結
果
に
つ
い
て
、
川
西
町

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
（
委
員
長
：

樋
口
俊
宏
氏
、
委
員
：
20
名
）
か

ら
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

川
西
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

（
平
成
16
年
６
月
23
日
制
定
）
は
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
基

本
的
な
事
項
を
定
め
、
住
民
自
治

川
西
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の

検
討
結
果
に
つ
い
て

答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た

を
実
現
す
る
た
め
制
定
し
た
も
の

で
す
。
条
例
で
は
、
４
年
を
超
え

な
い
期
間
ご
と
に
検
討
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
川
西

町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
に
諮
問
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

答
申
で
は
、「
住
民
自
治
の
実

現
を
図
る
た
め
に
は
、
よ
り
多
く

の
町
民
に
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
」、「
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
は
、
川
西
町
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
の

一
層
の
周
知
・
推
進
が

必
要
で
あ
る
」
と
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

町
で
は
、
こ
の
答
申

を
踏
ま
え
て
条
例
の
見

直
し
や
運
用
方
法
に
つ

い
て
検
討
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

問
町
企
画
財
政
課

　

政
策
調
整
グ
ル
ー
プ

☎
42

－

６
６
９
５

5　町報かわにし 平成２４年４月１５日



町報かわにし　6平成２４年4月１５日

平
成
24
年
度　

川
西
町
職
員
配
置

町　

長　

原　

田　

俊　

二　
　

副
町
長　

髙　

橋　
　
　

款

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
長　

小　

野　

庄　

士

調
整
監　

平
田　

和
雄

総
務
課　

課
長
（
平
田　

和
雄
）

　

行
政
管
理
主
幹　

鈴
木　

浩
之

　
　

総
務
主
査　

有
坂
強
志　

主
査　
（
田
中
和
広
）　

主
任　

齊
藤
誠
、
佐
々
木
裕
子　

　

　
　

主
事
補　

金
子
春
香
（
新
規
採
用
）

　

危
機
管
理
主
幹　

滝
田　

浩
一

　
　

危
機
管
理
主
査　

大
河
原
孝
如　

情
報
管
理
主
査　

(

滝
田
浩
一
）　

主
任　

奥
村
大
祐

　

財
産
管
理
主
幹　

今
野　

正
登

　

土
地
管
理
専
門
員　

齋
藤　

政
浩

　
　

施
設
管
理
主
査　
（
今
野
正
登
）　

主
任　

寒
河
江
哲
也　

自
動
車
運
転
手　

竹
田
博
昭
、

　
　

齋
藤
広
則
、
竹
田
牧
人
、
川
﨑
政
弘

企
画
財
政
課　

課
長　

遠
藤　

勝
則

　

政
策
調
整
主
幹　

佐
藤　

善
朗

　
　

政
策
調
整
主
査　

金
子
満
博　

広
報
統
計
主
査　

會
田
美
由
紀　

主
任　

神
尾
亜
希
之

　
　

主
事　

関
川
守

　

経
営
管
理
主
幹　
（
遠
藤　

勝
則
）

　
　

改
革
推
進
主
査　

髙
橋
和
恵　

財
政
主
査　

中
山
宗
隆　

主
事　

米
野
宏
、
髙
橋
利
幸

ま
ち
づ
く
り
課　

課
長　

鈴
木　

清
隆

　

地
域
づ
く
り
推
進
室
長　

井
上　

憲
也

　
　

地
域
づ
く
り
推
進
主
査　

小
林
俊
一
（
藤
田
宥
宣
）（
髙
橋
光
好
）（
近
祐
子
）

　
　
（
齋
藤
雅
美
）（
齊
藤
敏
明
）　

交
流
推
進
主
査　

齊
藤
敏
明　

主
任　

中
野
ゆ
か
り
、　

　
　

小
形
崇
洋　

主
事　

遠
藤
隆
政
、
平
間
恵

　

生
涯
学
習
主
幹　

髙
橋　

光
好

　
　

生
涯
学
習
主
査　

近
祐
子　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
主
査　

齋
藤
雅
美

　

文
化
振
興
主
幹　

藤
田　

宥
宣

　
　

文
化
振
興
主
査　
（
藤
田
宥
宣
）

住
民
生
活
課　

課
長　

大
崎　

顯
一

　

住
民
生
活
主
幹　

鈴
木　

千
恵
子

　
　

戸
籍
住
民
主
査　

内
谷
浩
美　

生
活
安
全
主
査　

前
山
律
雄　

主
任　

鈴
木
和
子
、

　
　

玉
木
和
威
、
一
條
恵
美　

主
事　

孫
田
之
絵
、
須
貝
真
奈
美

　

環
境
衛
生
主
幹　

阪
野　

正
則

　
　

環
境
衛
生
主
査　

鈴
木
玄　

主
事　

梅
津
智
史

新教育長

小野　庄士さん

新
教
育
長
に
小
野
庄し

ょ
う
し士

さ
ん
が
就
任

　

昨
年
10
月
か
ら
不
在
で
あ
っ
た
教
育
長
に
小
野

庄
士
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
教
育
長
の
小
野
さ
ん
は
、
昭
和
27
年
生
ま
れ
、

米
沢
市
在
住
、
玉
庭
地
区
の
出
身
。
昭
和
53
年
に

県
立
米
沢
東
高
校
で
教
壇
に
立
た
れ
て
以
来
、
県

立
高
畠
高
校
校
長
、
教
育
庁
高
等
教
育
課
課
長
、

県
立
置
賜
農
業
高
校
校
長
、
県
立
米
沢
工
業
高
校

校
長
、
県
立
米
沢
東
高
校
校
長
な
ど
を
歴
任
。
今

年
４
月
１
日
に
教
育
委
員
の
任
命
を
受
け
、
同
日

開
か
れ
た
教
育
委
員
会
で
、
教
育
長
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

総
務
課
付
（
置
賜
広
域
病
院
組
合
派
遣
）

主
幹　

淀
野　

芳
広
、
五
十
嵐　

義
文　
主
査　

丹
野
孝
一
、
髙
橋
豊
文
、
伊
藤
聡
子

主
任　

大
友
登
貴
子

総
務
課
付
（
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
川
西
消
防
署
併
任
）
課
長　

竹
田　

儀
助

主
幹　

鈴
木　

秀
次　
主
査　

小
林
寿
昭

総
務
課
付
（
山
形
県
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
派
遣
）

主
任　

髙
橋
陽
一
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医
療
給
付
主
幹　

青
木　

暑
子

　
　

医
療
給
付
主
査　

佐
東
順
子　

主
任　

嵐
孝
久　

主
事　

村
田
麻
美
、
今
野
あ
い

　

健
康
主
幹　
（
小
関　

忠
）

　
　

健
康
主
査　

井
上
道
子
、
小
野
久
仁
子　

主
任
（
保
健
師
）　

推
名
志
保　

　
　

保
健
師　

吉
村
恵
美
子
、
齋
藤
美
咲

　

介
護
支
援
主
幹　

金
子　

正
人

　
　

介
護
支
援
主
査　

飯
澤
眞
知
子
、
堀
内
広
幸　

主
任　

中
山
恵　

主
事　

平
百
合

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長　
（
小
関　

忠
）

　

副
所
長　
（
金
子　

正
人
）

　
　

包
括
支
援
主
査　

淀
ひ
ろ
み　

主
任　

岡
﨑
ま
き

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長　
（
小
関　

忠
）

産
業
振
興
課　

課
長　

山
口　

俊
昭

　

６
次
産
業
推
進
室
長　

内
谷　

新
悟

　
　

６
次
産
業
推
進
主
査　

坂
野
成
昭　

ブ
ラ
ン
ド
推
進
主
査　

佐
藤
豊
（
県
か
ら
派
遣
）

　
　

主
事　

江
袋
征
太

　

農
業
主
幹　

遠
藤　

準
一

農
地
課　

課
長　

大
河
原　

寿
男

　

農
地
主
幹　

鈴
木　

一
雄

　
　

農
業
総
務
主
査　
（
鈴
木
一
雄
）　

農
地
主
査　

佐
藤
紀
子　

主
任　

佐
々
木
伸
治　

　
　

主
事　

米
野
徳
子

　

農
村
林
務
主
幹　

今
井　

俊
宏

　
　

農
村
林
務
主
査　

柴
田
卓
朗
、
齋
藤
富
士
雄

税
務
収
納
課　

課
長　

島
貫　

啓
一

　

町
税
主
幹　

原
田　

智
和

　
　

住
民
税
主
査　

金
子
征
美
、
渡
部
浩
明
、
緒
形
成
美　

資
産
税
主
査　

小
倉
繁
樹　

　
　

主
任　

寒
河
江
陽
子
、
菊
地
絵
梨
子　

主
事　

竹
田
智
弘
、
髙
橋
司

　

収
納
主
幹　

針
生　

富
雄

　
　

収
納
主
査　

黒
澤
直
樹　

主
事　

山
田
耕
司
、
伊
藤
敦
子
、
鷲
尾
優

健
康
福
祉
課　

課
長　

小
関　

忠

　

福
祉
主
幹　

栗
田　

純
子

　
　

福
祉
主
査　

安
藤
美
樹
、
大
滝
治
則　

主
任　

齋
藤
久
美
子
、
竹
田
紀
子　

　
　

主
事　

田
宮
悠
佑
、
尾
形
絵
里
子

地
域
整
備
課　

課
長　

濱
田　

修

　

建
設
管
理
主
幹　

奥
村　

邦
彦

　
　

都
市
計
画
主
査　

佐
藤
賢
一　

整
備
主
査　

後
藤
毅　

道
路
管
理
主
査　

加
藤
元
康

　
　

用
地
主
査　
（
奥
村
邦
彦
）　

主
任　

梅
津
郭
文
、
平
田
一
則　

建
築
技
師　

伊
藤
敦　

　
　

主
事　

朽
木
惇　

　

上
水
道
主
幹　

江
袋　

一
夫

　

上
水
道
専
門
員　

山
口　

京
子

　
　

上
水
道
主
査　

今
野
辰
也　

主
任　

石
田
英
之　

主
事
補　

渡
部
達
朗　

水
道
工
手　

　
　

山
田
孝
志　

下
水
道
主
幹　

渡
部　

秀
子

　
　

下
水
道
主
査　

伊
藤
勝
彦

会
計
管
理
者　

関
川　

忠
幸

出
納
検
査
課　

課
長　
（
関
川　

忠
幸
）

　

出
納
主
幹　

原
田　

誠

　
　

出
納
主
査　

井
上
明
子

　

契
約
検
査
主
幹　

島
貫　

順
一

　
　

契
約
検
査
主
査　
（
島
貫
順
一
）

　
　

経
営
支
援
主
査　

竹
田
真
也　

生
産
振
興
主
査　

大
友
勝
治　

主
任　

鈴
木
ル
ミ
子

　
　

主
事　

佐
藤
朋
和
、田
村
直
之
、鈴
木
栄
、渡
部
大　

主
事
補　

千
葉
有
生
子（
新
規
採
用
）

　

商
工
観
光
主
幹　

奥
村　

正
隆

　
　

商
工
労
政
主
査　

安
部
博
之　

観
光
振
興
主
査　

色
摩
良
一　

主
事　

小
林
由
惟

　
　

主
事
補　

小
林
善
久
、
高
橋
和
久
（
新
規
採
用
）

　
　

経
営
支
援
主
査　

竹
田
真
也　

生
産
振
興
主
査　

大
友
勝
治　

主
任　

鈴
木
ル
ミ
子
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小
学
校
・
中
学
校

【
小
松
小
学
校
】
調
理
師　

小
林
貴
美
子
、
蔵
田
明
美
、
舩
山
美
香　

用
務
員　

徳
永
敬
司

【
大
塚
小
学
校
】
調
理
師　

青
木
宏
子
、
奥
村
千
枝
子

【
犬
川
小
学
校
】
調
理
師　

小
林
美
紀
子
、
松
木
泉

【
吉
島
小
学
校
】
調
理
師　

髙
橋
美
和
、
平
田
あ
や
子　

用
務
員　

菅
野
研
二
郎

【
中
郡
小
学
校
】
調
理
師　

佐
藤
恵
、
巻
田
千
香
子　

用
務
員　

松
田
一
志

【
高
山
小
学
校
】
調
理
師　

神
保
美
由
紀

【
東
沢
小
学
校
】
調
理
師　

髙
橋
泰
子

【
玉
庭
小
学
校
】
調
理
師　

鈴
木
祐
子

【
川
西
中
学
校
】
調
理
師　

富
樫
弘
子
、
大
河
原
妙
子
、
安
達
百
合
、
那
須
万
里
子

用
務
員　

笹
木
誠

教
育
施
設

【
中
央
公
民
館
・
埋
蔵
文
化
財
資
料
展
示
館
】
館
長　
（
鈴
木
清
隆
）

平
成
24
年
３
月
31
日
付
け
退
職
者

金
田
忠
夫
（
課
長
）
竹
田
孝
（
主
幹
）
舟
山
典
子
（
主
幹
）
鴨
智
恵
子
（
専
門
員
）

長
谷
川
い
ち
子
（
所
長
）
村
岡
陽
子
（
所
長
）
石
田
良
子
（
所
長
）
平
伸
一
（
課
長
）

横
山
繁
勝
（
次
長
）
平
田
義
一
（
主
幹
）
梅
原
直
子
（
主
任
保
育
士
）
梅
津
香
緒
里
（
主
事
）

竹
田
儀
助
（
消
防
長
）
小
方
徳
彦
（
副
署
長
）
藤
戸
孝
（
主
幹
）
鈴
木
秀
次
（
副
署
長
）

多
勢
明
（
主
幹
）
渡
部
恭
介
（
主
幹
）
皆
川
孝
平
（
係
長
）
金
子
幸
夫
（
係
長
）

齋
藤
修
一
（
係
長
）
五
十
嵐
賢
仁
（
係
長
）
齋
藤
秀
有
（
係
長
）
小
林
寿
昭
（
係
長
）

嶋
貫
義
一
（
係
長
）
矢
口
弘
幸
（
主
任
）
中
野
誠
（
主
任
）
島
貫
和
仁
（
主
任
）

遠
藤
亘
（
主
任
）
飯
澤
貴
弘
（
主
任
）
鈴
木
裕
明
（
主
任
）
竹
田
徳
彦
（
主
任
）

相
澤
英
明
（
主
任
）
松
山
竜
也
（
士
長
）
片
倉
達
朗
（
士
長
）
髙
橋
昌
和
（
副
士
長
）

阪
野
尚
人
（
副
士
長
）
須
貝
善
郎
（
消
防
士
）
黒
澤
雅
基
（
消
防
士
）
渡
部
洋
平
（
消
防
士
）

齋
藤
洋
亮
（
消
防
士
）
小
形
亮
喜
（
消
防
士
）
五
十
嵐
圭
太
（
消
防
士
）

安
孫
子
大
樹
（
消
防
士
）
長
岡
輝
祐
（
消
防
士
）
舩
山
純
（
消
防
士
）
神
尾
昌
弥
（
消
防
士
）

平
成
24
年
３
月
31
日
付
け
消
防
広
域
化
に
伴
う
退
職
者

議
会
事
務
局　

事
務
局
長　

髙
橋　

栄
一

事
務
局
長
補
佐　

後
藤　

哲
雄　
議
事
調
査
主
査　
（
後
藤
哲
雄
）　

主
査　
（
藤
﨑
良
子
）

監
査
委
員
事
務
局　

事
務
局
長　
（
髙
橋　

栄
一
）

事
務
局
長
補
佐　
（
後
藤　

哲
雄
）　
監
査
主
査　

藤
﨑
良
子

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

書
記
長　
（
平
田　

和
雄
）

書
記
長
補
佐　
（
鈴
木
浩
之
）　
選
挙
主
査　

田
中
和
広　

書
記　
（
今
野
正
登
）

（
鈴
木
千
恵
子
）（
齋
藤
政
浩
）（
滝
田
浩
一
）（
内
谷
浩
美
）（
有
坂
強
志
）（
大
河
原
孝
如
）

（
寒
河
江
哲
也
）（
齊
藤
誠
）（
佐
々
木
裕
子
）（
奥
村
大
祐
）（
金
子
春
香
）

農
業
委
員
会
事
務
局　

事
務
局
長　
（
大
河
原　

寿
男
）

事
務
局
長
補
佐　
（
鈴
木
一
雄
）　
農
業
総
務
主
査　
（
鈴
木
一
雄
）　

農
地
主
査　
（
佐
藤
紀
子
）

　

職
員　
（
今
井
俊
宏
）（
柴
田
卓
朗
）（
齋
藤
富
士
雄
）（
佐
々
木
伸
治
）（
米
野
徳
子
）

教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
総
務
課　

課
長　

栗
田　

政
弘

　

教
育
総
務
主
幹　

緒
形　

信
彦

　
　

教
育
総
務
主
査　

鈴
木
優
徳　

指
導
主
事　

紺
野
健　

主
任　

梶
山
由
美

　

教
育
施
設
主
幹　

吉
田　

良
司

　
　

教
育
施
設
主
査　
（
吉
田
良
司
）　

主
任　

佐
々
木
満
樹

　

子
育
て
支
援
主
幹　

村
上　

美
千
代

　
　

子
育
て
支
援
主
査　

髙
橋
久
子　

主
事
補　

市
川
遥
（
新
規
採
用
）　

幼
稚
園
・
保
育
所
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
美
郷
幼
稚
園
】　

園
長　

髙
橋　

裕
子　

副
園
長　

梅
津
智
子　
主
査
（
教
諭
）
松
浦
啓
子
、

我
妻
節
子
、
菅
井
真
紀
子
、
吉
田
玲
子
、
八
巻
薫　

教
諭　

中
川
沙
織
（
新
規
採
用
）

【
北
斗
幼
稚
園
】　

園
長　

大
津
加　

君
子　

副
園
長　

寒
河
江
幸
子　

主
査
（
教
諭
）
小
方
恵
美
子　

主
任
（
教
諭
）
梅
津
泉
、
丹
野
小
織

【
小
松
保
育
所
】　

所
長　

佐
藤　

ま
り
こ　

副
所
長　

淀
野
洋
子　

主
査
（
保
育
士
）
安
部
美
智
子
、
小
形
弘
子
、
久
坂
部
令
子
、
齋
藤
美
貴
子

主
任
（
保
育
士
）
土
田
江
里
子
、
須
貝
真
希
、
島
貫
由
佳
里
、
井
上
千
穂　

保
育
士　

星
野
真
紀
、　

大
沼
晴
美　

調
理
師　

齋
藤
久
美
、
後
藤
久
美
子

【
玉
庭
へ
き
地
保
育
所
】　

所
長　

遠
藤　

の
ぶ　
主
査
（
保
育
士
）
牛
澤
京
子　

主
任
（
保
育
士
）　

藤
田
江
里

【
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】　

所
長　
（
栗
田
政
弘
）　
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川西町独自の環境マネジメントシステムの
運用を開始します
　町では、平成１８年２月２２日に外部認証登録機関の環境マネジメントシステム（ＩＳＯ１４００１）の
認証を取得し、３年ごとの更新審査や毎年の維持審査を受け、システムを維持してきました。
　認証取得から６年が経過し、システムの有効性をさらに高めるため、自ら行動し、効果を引き出すことを
目的として、独自の環境マネジメントシステムに移行することとしました。平成２３年度にＩＳＯ１４００
１認証を返還し、平成２４年度から川西町独自の川西町環境マネジメントシステム（ＫＥＭＳ）の運用を開
始します。
　このシステムは、ＩＳＯ１４００１規格に準拠した運用となります。さらに効果を高めるため、独自の項
目「情報発信」を構築し、役場内の環境保全活動だけでなく環境保全に対する有効な情報を吸収・発信する
ことにより、川西町役場という行政体の役割として町内の環境保全に寄与していくことを目的としています。
　今後は、環境マネジメントシステム活動を積極的に推進し、継続的な環境改善に努めていくとともに、町
報・ホームページ・役場内の掲示板等により取り組みの結果や環境保全の情報を積極的に発信していきます。
　つきましては、システム運用のための環境方針を以下の通り定めましたのでご覧ください。

川西町環境方針
１. 基本理念

　川西町は、いにしえより受け継がれてきた自然豊かな山々が育む里山の恵みを生かしながら発展してきま
した。
　今後、川西町及び地球全体が持続的な発展をしていくために、第２次川西町環境基本計画では、「つなげ
よう未来へ！きれいな水と空気と川西の心」を基本目標とし、豊かな自然を次世代へ引き継いでいくことを
目指しています。
　私たちは、この基本目標をうけ、地球環境の保全が人類共通の重要課題であることを認識し、あらゆる場
面で、環境保全に配慮した行動を進めます。

２. 基本方針

　川西町役場は、基本理念のもと、町が行う事務事業について、環境に与える影響を考慮し管理するため、
自ら環境マネジメントシステムを構築し、環境保全の目的目標を定め活動し、また定期的に見直すことによ
り、継続的な改善と汚染の予防に努めます。
（１）事務事業に関連する環境法令及び、川西町が同意するすべての環境に関する事項を順守します。
（２）すべての業務実施にあたり、全職員が環境保全・向上の視点に立ち、活動を行います。
（３）循環型社会の構築をめざし、省エネ・省資源活動の推進、環境に配慮した物品の購入、廃棄物の抑制

を図ります。
（４）環境方針とその活動を公表しだれもが入手可能とする他、事業者・学校・町民・行政等の全ての主体

への情報発信や協働の働きかけにより、川西町全体での環境の保全と創造に向けた取組体制を構築し
ます。

　　　　　平成２４年４月１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川西町長　原　田　俊　二



町 街 まちのニュース

　

３
月
17
日
、
生
き
が
い
交
流
館
で
「
と
び

だ
せ
若
人
力
！
川
西
を
元
気
に
す
る
若
者
た

ち
の
活
動
報
告
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
、
若
者
未
来
塾
交
付
金
を
受

け
て
自
主
的
な
活
動
を
行
っ
た
の
は
、「
か

わ
に
し
塾
わ
げ
し
ゅ
」、「
友
，s Q

oo Love

（
ゆ
ー
す
く
ら
ぶ
）」、「
犬
川
地
区
青
年
団
」

の
３
団
体
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
、
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
、

研
修
等
を
通
し
て
成
長
し
て
き
た
こ
と
、
見

え
て
き
た
課
題
な
ど
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し

た
。

　

報
告
会
後
は
、
原
田
町
長
と
参
加
者
で
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
へ
の
熱
い
思
い
が
集
結

〜
と
び
だ
せ
若
人
力
！
川
西
を
元
気
に
す
る
若
者
た
ち
の
活
動
報
告
〜
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▲町内３団体が課題や活動内容について報告

 

３
月
23
日
、
中
央
公
民
館
を
会
場
に
自
然

や
野
生
動
物
と
の
共
存
に
つ
い
て
考
え
る

「
希
少
野
生
生
物
の
保
全
・
対
策
学
習
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
学
習
会
は
、
や
ま
が
た
緑
環
境
税
を

活
用
し
た
「
み
ど
り
環
境
交
付
金
事
業
」
の

一
環
と
し
て
、
町
が
開
催
し
た
も
の
。
㈲
ワ

イ
ル
ド
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
代
表
の
東

英
生
さ
ん
が
講
師
を
務
め
、
サ
ル
や
ク
マ
の

生
態
に
つ
い
て
の
詳
し
い
説
明
後
、
参
加
者

か
ら
「
栗
が
食
い
荒
ら
さ
れ
る
被
害
が
あ
る

が
、
ク
マ
に
よ
る
も
の
か
」「
ク
マ
は
ぎ
被

害
は
ど
ん
な
も
の
か
」
等
の
質
問
が
出
さ
れ
、

野
生
動
物
へ
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

野
生
動
物
と
の
共
存
を
考
え
よ
う

〜
希
少
野
生
生
物
の
保
全
・
対
策
学
習
会
〜

▲みどり環境税を活用し開催した講演会

　

４
月
３
日
、
川
西
町
初
の
民
間
認
可
保
育

園
と
し
て
「
美
女
木
げ
ん
き
保
育
園
」
が
開

園
し
、
29
名
の
元
気
な
お
子
さ
ん
が
入
園
し

ま
し
た
。

　

同
園
は
、
ヤ
マ
ザ
ワ
東
側
に
位
置
し
、
０

歳
児
か
ら
２
歳
児
ま
で
が
対
象
で
、
職
員
は

保
育
士
、
看
護
師
、
栄
養
士
な
ど
15
名
。
７

月
に
は
、
小
児
科
や
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
完

成
予
定
で
あ
り
、
小
児
科
と
連
携
し
た
病
児

保
育
事
業
も
始
ま
り
ま
す
。

　

同
園
の
菅
井
園
長
か
ら
は
、「
明
日
か
ら
、

み
な
さ
ん
と
遊
べ
る
の
を
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
元
気
い
っ
ぱ
い
に
過
ご
し
ま

し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

▲たくさんの元気なお子さんが入園
　

３
月
24
日
、
25
日
に
玉
庭
ひ
な
め
ぐ
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
地
震
の
影
響
の
た

め
中
止
と
な
っ
た
同
イ
ベ
ン
ト
に
、
町
内
外

か
ら
多
く
の
方
が
訪
れ
、
優
雅
な
ひ
と
と
き

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

玉
庭
地
区
は
、
江
戸
時
代
か
ら
米
沢
藩
の

武
士
が
住
ん
で
い
た
地
区
で
あ
り
、
武
士
た

ち
が
江
戸
や
京
都
に
出
向
い
た
と
き
に
お
土

産
と
し
て
買
い
求
め
た
の
が
、
地
区
に
今
で

も
大
切
に
伝
わ
っ
て
い
る
古
今
雛
や
享
保
雛

で
す
。

　

24
日
に
は
、
玉
庭
小
学
校
の
５
・
６
年
生

に
よ
る
和
太
鼓
や
文
化
箏そ
う

の
演
奏
も
行
わ
れ
、

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

お
雛
さ
ま
と
と
も
に
過
ご
す
優
雅
な
ひ
と
と
き

〜
玉
庭
ひ
な
め
ぐ
り
〜

▲玉庭小学校の５・６年生による文化箏
そう

の演奏

3/24
   25

3/23

川
西
町
初
の
民
間
認
可
保
育
施
設
が
オ
ー
プ
ン

〜
美
女
木
げ
ん
き
保
育
園
入
園
式
〜
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入
国
管
理
法
な
ど
の
外
国
人
に

適
用
さ
れ
る
法
律
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
外
国
人
登
録
法
が
廃
止
さ

れ
、
外
国
人
住
民
の
方
に
つ
い
て

も
日
本
人
と
同
様
に
住
民
基
本
台

帳
法
の
適
用
対
象
に
な
り
ま
す
。

主
な
変
更
点

①
外
国
人
住
民
の
方
に
も　

　

住
民
票
が
作
成
さ
れ
ま
す

　

外
国
人
住
民
の
方
に
つ
い
て
も

日
本
人
と
同
様
に
住
民
票
が
作
成

さ
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
観
光
な
ど

の
短
期
滞
在
者
等
を
除
い
た
、
適

法
に
３
か
月
を
超
え
て
在
留
し
、

住
所
を
有
す
る
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
で
す
。

⑴
中
長
期
在
留
者

　

日
本
に
在
留
資
格
を
も
っ
て
在

留
す
る
外
国
人
の
方
（
３
か
月

以
下
の
在
留
期
間
の
方
や
、
短

期
滞
在
・
外
交
・
公
用
の
在
留

資
格
が
決
定
さ
れ
た
方
は
除

く
）

⑵
特
別
永
住
者

　

入
管
特
例
法
に
よ
り
定
め
ら
れ

て
い
る
特
別
永
住
者

⑶
一
時
庇
護
許
可
者
ま
た
は
仮
滞

在
許
可
者

　

入
管
法
の
規
定
に
よ
り
、
船
舶

等
に
乗
っ
て
い
る
外
国
人
が
難

民
の
可
能
性
が
あ
る
場
合
な
ど

の
要
件
を
満
た
す
と
き
に
、
一

時
庇
護
の
た
め
の
上
陸
の
許
可

を
受
け
た
方（

一
時
庇
護
許
可
者
）

　

不
法
滞
在
者
が
難
民
認
定
申
請

を
行
い
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
と
き
に
仮
に
日
本
に
滞
在
す

る
こ
と
を
許
可
さ
れ
た
方

（
仮
滞
在
許
可
者
）

⑷
出
生
に
よ
る
経
過
滞
在
者
ま
た

は
国
籍
喪
失
に
よ
る
経
過
滞
在
者

　

出
生
ま
た
は
日
本
国
籍
の
喪
失

に
よ
り
日
本
に
在
留
す
る
こ
と

と
な
っ
た
外
国
人
の
方

　

外
国
人
住
民
票
の
作
成
対
象
者

に
は
、
外
国
人
登
録
原
票
を
基
に

し
て
仮
住
民
票
を
作
成
し
、
５
月

中
旬
に
通
知
し
ま
す
の
で
、
内
容

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

②
在
留
カ
ー
ド
ま
た
は
特
別

　

永
住
者
証
明
書
へ
の
切
替

　

外
国
人
登
録
証
明
書
に
か
わ
り
、

中
長
期
在
留
者
の
方
に
は
「
在
留

カ
ー
ド
」
が
、
特
別
永
住
者
の
方

に
は
「
特
別
永
住
者
証
明
書
」
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
窓
口
は
、
在
留
カ
ー
ド
は

入
国
管
理
局
、
特
別
永
住
者
証
明

書
は
町
住
民
生
活
課
で
す
。

　

な
お
、
新
制
度
施
行
後
も
現
在

お
持
ち
の
外
国
人
登
録
証
明
書
は

一
定
期
間
有
効
で
す
の
で
、
す
ぐ

に
切
替
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
役
場
や
入
国
管
理
局
へ
の

　

届
出
方
法
が
変
わ
り
ま
す

⑴
住
居
地
の
変
更

　

現
在
の
外
国
人
登
録
制
度
で

は
、
他
市
町
村
へ
転
出
す
る
場

合
は
手
続
き
が
必
要
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
新
制
度
施
行
後

は
、
日
本
人
と
同
様
に
役
場
に

転
出
届
を
し
て
転
出
証
明
書
の

交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
転
入
後
は
、
そ
の
市
区
町

村
窓
口
に
転
出
証
明
書
、
在
留

カ
ー
ド
ま
た
は
特
別
永
住
者
証

明
書
を
持
参
し
て
、
転
入
届
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑵
在
留
資
格
の
変
更
等

　

在
留
資
格
の
変
更
や
在
留
期
間

の
延
長
に
つ
い
て
は
、
入
国
管

理
局
で
許
可
を
受
け
た
後
に
役

場
に
も
届
出
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
が
、
新
制
度
施
行
後

は
入
国
管
理
局
に
お
け
る
手
続

き
の
み
と
な
り
、
役
場
へ
の
届

出
は
不
要
と
な
り
ま
す
。

正
確
な
外
国
人
登
録
の

お
願
い

　

住
民
票
は
外
国
人
登
録
の
内
容

を
基
に
作
成
さ
れ
ま
す
。
実
際
は

新
し
い
住
所
に
引
っ
越
し
て
い
て

も
、
役
場
に
届
出
を
し
て
い
な
い

方
は
住
所
が
確
認
で
き
な
い
た
め
、

住
民
票
が
作
成
さ
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
入
国
管
理
局
や
役
場
へ

の
手
続
き
忘
れ
な
ど
で
、
在
留
資

格
の
変
更
や
在
留
期
間
の
更
新
を

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
お
早
め
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

新
制
度
に
円
滑
に
移
行
す
る
た
め

に
、
正
確
な
外
国
人
登
録
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
※
新
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

総
務
省
・
法
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

総
務
省　

http://soum
u.go.jp/

法
務
省  http://m

oj.go.jp/

住
民
基
本
台
帳
に

外
国
人
住
民
が
加
わ
り
ま
す

問
町
住
民
生
活
課

　

住
民
生
活
グ
ル
ー
プ

☎
42

－

６
６
１
５

７月９日
から
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まちからのお知らせ
town information

男女共同参画のまちづくり会議
委員募集
　町では、「川西町男女共同参画のまちづくり会
議」を設置し、男女共同参画計画の評価や施策に
関する意見をいただいております。
　このたび、委員が任期満了を迎えることから、
下記のとおり委員を募集します。ぜひご応募くだ
さい。
〇応募資格：町内在住または在勤の１８歳以上の
　　　　　　方
〇募集人員：３名程度
〇任　　期：２年間
〇会議回数：年２回程度
〇申込方法：応募用紙に所定の事項を記入し、ま
ちづくり課へ郵送又はファックスで申し込みく
ださい。

〇申込用紙：各地区交流センター、町まちづくり
　課、町のホームページにあります。
〇応募締切：５月１日（火）
問町まちづくり課 地域づくり推進室
　☎４２－６６１３　FAX４２－２１１０

募　集 男女共同参画のまちづくり会議委員

まちづくりマイスター養成講座
受講者募集
　地域づくりに必要なスキルを身に付け、「これ
から」を担う人材を育成するため「まちづくりマ
イスター養成講座」を開設します。
　今回の講座は、各地区からの推薦者と一般から
の応募者を合わせて４０名程度での開設を予定し
ています。
　この講座を修了された方を「まちづくりマイス
ター」に認定し、各地区における地域づくり活動
に指導的立場で参画いただきます。
〇募集人員：７名
〇募集資格：年齢・性別等を問いません。
〇受講料：無料
〇申込方法：町まちづくり課または各地区交流セ
ンターに備えてある申込用紙に必要事項を記入
の上、町まちづくり課まで提出下さい。

〇申込締切：５月１１日（金）
問町まちづくり課 地域づくり推進室 ☎４２－６６１３

募　集 まちづくりマイスター養成講座受講者

（仮）「川西町民のまつり」
スタッフ委員募集
　平成１７年に ｢ダリヤの里かわにし夏祭り｣ が
中止となって以来、町民が一堂に会して楽しむ祭
りが途絶えていました。その再開を望む町民の皆
さんの声を多数いただき、今年の８月に夏祭りを
復活することとしました。
　町民の皆さんが自らの手で創り上げ、楽しむ祭
りとするため、祭りのスタッフ委員を募集します。
お祭り好きで、多くの人の笑顔を見たい方の参加
をお待ちします。
○申込締切：５月２５日㈮
問町まちづくり課 文化振興グループ 
☎４２－６６６８

募　集 川西町民のまつり（仮）スタッフ委員

募　集 川西町若者未来塾交付金事業

元気な若者を応援します
新規団体もご応募できます

　町では青年層によるまちづくり活動を推進する
ため、自主的なまちづくり活動を行う団体を支援
します。
○対象団体：おもに町内在住、在勤又は出身のお
おむね２０歳から３９歳の男女からなり、全町
的なまちづくり活動を継続して推進する団体

○対象事業：次の要件を満たす自主的なまちづく
り活動を推進するための事業

　（１）活動の情報発信
　（２）他地域の団体との交流
　（３）交付団体が連携した事業の実施
　（４）活動成果の報告と「川西町のまちづくり

 提案」の提出
○交付金額：１団体５０万円を上限とする額
○応募方法：町まちづくり課へ所定の企画書を提
　出ください。
○提出締切：５月８日㈫　午後５時
○採否決定：審査会を開催し、採否・交付金額を
　決定します。
○交付決定：５月下旬
○その他：町まちづくり課に交付要綱（企画書等
様式）を準備していますので、交付を希望され
る団体はご連絡ください。また、町ホームペー
ジにも掲載しています。

問町まちづくり課 地域づくり推進室 ☎４２－６６１３
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川西町６次産業説明・相談会を
開催します

　町では、昨年１２月に策定した「川西町６次産
業化推進計画」に基づいて今後具体的な事業を推
進していきます。計画や国・県・町の支援内容の
説明と６次産業化の取り組みを検討している方を
対象とした相談会を、以下の日程で開催いたしま
すのでお気軽にご相談ください。
　相談会は農業者限定ではありませんので、地元
農産物を利用して加工を始めたい方などのご相談
にも応じます。

※居住地区にかかわらず、どの会場にお越しいた
だいても構いません。
問町産業振興課 ６次産業推進室 ☎４２－６６９６

お知らせ ６次産業説明相談会

期　日 時　間 場　所

４月２３日㈪
午後１時３０分～
午後４時３０分

大塚地区交流センター
治平館（青年室）

４月２４日㈫
午後１時３０分～
午後４時３０分

犬川地区交流センター
えぐべ（老人室）

４月２５日㈬
午後１時３０分～
午後４時３０分

中郡地区交流センター
みずほ（老人室）

４月２６日㈭
午後１時３０分～
午後４時３０分

玉庭地区交流センター
四方山館（１階会議室）

４月２８日㈯
午後１時３０分～
午後４時３０分

川西町中央公民館
（３０１・３０２会議室）

５月１日㈫
午後１時３０分～
午後４時３０分

東沢活性化センター
（会議室）

５月２日㈬
午後１時３０分～
午後４時３０分

吉島地区交流センター
きらり（老人室）

　安全で良質な水道水をご利用いただくため、川
西町が実施する水道水の検査場所、項目、回数な
どを定めた平成２４年度水質検査計画を公表して
おります。
　閲覧を希望する方は、下記窓口までお越しくだ
さい。
問町地域整備課 上水道グループ ☎４２－６６５３

お知らせ 水質検査計画について

　４月から水道メーター検針
を再開する予定でしたが、昨
年からの豪雪により４月中の
メーター検針ができない状態
となっております。よって今
年度も５月から検針を再開さ
せていただきます。
　また、積雪により漏水が発
見しにくい状況となっておりますので、可能な限
り水道メーターをご確認いただき、漏水がないか
ご確認ください。
　なお、５月の検針にて冬期間に概算でいただい
ていた料金の精算を行います。精算方法について
は次のとおりです。
〇検針日：【大塚・犬川・中郡・吉島地区】
　　　　　５月１５日㈫～２０日㈰
　　　　　【小松・玉庭・東沢地区】
　　　　　５月２５日㈮～３０日㈬
①前年１１月検針日から５月検針日までの使用水
量を６カ月間で平均した水量で冬期間各月の料
金を再計算します。
②上記で再計算した料金の合計金額より、すでに
納付いただいた１２月分から４月分までの概算
料金の合計を差し引いた金額が５月分の精算料
金となります。（実際に納付いただくのは６月
になります。）

③精算料金より概算料金で納付いただいた金額の
方が多い場合は、５月以降の料金で調整（充当）
させていただきますのでご了承ください。
問町地域整備課 上水道グループ ☎４２－６６５３

お知らせ 水道メーター検針について

○日時・内容：
（１日目）５月１７日㈭　午前１０時～正午
　「パソコンで何ができる？」
　午後１時～３時
　「パソコンを実際に使ってみよう」
（２日目）５月１８日㈮　午前１０時～正午
　「文字入力・タイピングを練習しよう」
　午後１時～３時
　「インターネット・メールを使ってみよう」
○場所：中央公民館４０２会議室
○参加費：無料　　○定員：各回１０名（先着順）
○運営：㈱ニューメディア
問町まちづくり課 地域づくり推進室 ☎４２－６６１３

募　集 パソコン教室参加者

正午
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ご利用ください

固定資産の縦覧制度
　課税されている土地や建物をお持ちの方に、他の土地や建
物の価格との比較を通じて価格の適正さを判断していただく
ため「固定資産の縦覧制度」があります。ご利用ください。

〇期間：５月３１日㈭まで（土・日・祝日を除く）
〇時間：午前９時～午後４時３０分
〇場所：町税務収納課
〇縦覧できる内容：
　〈土地〉所在、地番、地目、地積、価格
　〈家屋〉所在、家屋番号、種類、構造、

床面積、価格
〇縦覧できる方：
　⑴　平成２４年度（賦課期日 : 平成２４年１月
　　１日現在）において、本町に課税されて
　　いる土地や家屋を所有している方

　⑵　⑴の同居の親族
　⑶　⑴の方が死亡した場合は相続人
　⑷　⑴または⑵の方から委任された方

〇縦覧の申請に必要なもの：
　印鑑、本人を証明するもの（運転免許証、健康
　保険証など）
※委任の場合は、委任状が必要。
〇費用：無料
〇注意事項：
※縦覧帳簿には所有者が記載されていません。所
在・地番、家屋番号を指定してください。
※縦覧帳簿をコピーすることはできません（書き
写しは、差し支えありません）。
※縦覧の目的は、ご自身の所有されている土地や
家屋の価格と他の土地や家屋の価格との比較を通
して評価額が適正かを判断いただくことにありま
すので、その他の目的での縦覧はできません。

問町税務収納課 町税グループ ☎４２－６６２４

お知らせ 堆肥の購入及び散布の経費の一部助成

　有機質資源の活用による土づくりを推進し、地
力増進を図る農業生産を行うため、堆肥の購入経
費及び散布経費の一部を助成します。
○事業対象者：県知事が認定するエコファーマー
　の認定を受けた農業者等であること。
○助成内容：
　１.堆肥の購入助成

肥料取締法に基づく成分分析表示がある堆
肥（堆肥センター等）の購入経費の一部助
成を予算の範囲内で行います。

　２．堆肥の散布助成
堆肥散布組織等に委託し散布を行った場合
の散布料の一部助成を予算の範囲内で行い
ます。

○申請方法：産業振興課農業グループ生産振興担
　当へ所定の申請書を提出ください。
○申請時期・期限：申請時期は年２回（前期・後
　期）となります。
　前期（春散布）
　〈対象期間〉平成２４年４月１日～７月末日
　〈申請期限〉平成２４年８月末日
　後期（秋散布）
　〈対象期間〉平成２４年８月１日～１２月末日
　〈申請期限〉平成２４年１月末日
問町産業振興課 農業グループ ☎４２－６６４１

　小松小学校児童会から日本赤十字社への東日本大震
災義援金、１万１９６８円をお預かりしました。お預
かりした義援金は、日本赤十字社山形県支部、本社を

小松小学校児童会と玉庭小学校児童会から
心のこもった義援金

▲小松小学校児童会

▲玉庭小学校児童会

通して、被災地
に配分されます。
　日本赤十字社
への東日本大震
災義援金は、平
成 24 年９月末
まで受け付けし
ています。
　また、３月９
日に玉庭小学校
の児童会から岩
手県大槌町への
義援金をお預か
りしました。３
月 11 日に、大
槌町慰霊祭に原
田町長が出席し、
届けてきました。
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介護保険料が変わります
　６５歳以上の第１号被保険者の介護保険料は３年ごとに介護保険事業計画を策定し見直します。町では、
今年３月に平成２４年度から平成２６年度までの第５期介護保険事業計画を策定し、３年間の介護サービス
等の見込みと介護給付費準備基金の取崩し等により下記のとおり保険料を定めました。
　保険料の段階設定にあたっては、平成２１年度から平成２３年度までの第３段階を、前年の課税年金収入
額と合計所得金額の合計について「８０万円を超え１２０万円以下の人」と「１２０万円を超える人」に、
第５段階を、前年の合計所得金額について「１２５万円未満の人」と「１２５万円以上１９０万円未満の人」
に、それぞれ細分化し、被保険者の負担能力に応じた、きめ細かな段階数としました。
　平成２４年度の介護保険料は、町民税の課税非課税区分及び所得状況等に基づき決定し、介護保険料納入
通知書は７月中旬に町税務収納課よりお送りします。
 【平成２４年度から平成２６年度までの段階別介護保険料】　保険料基準額　年額：５０，４００円（月額：４，２００円）
段階 対象者 保険料率 保険料（年額）

第１段階
老齢福祉年金受給者で世帯全員が町民税非課税の人
生活保護受給者

基準額×０．５０ ２５，２００円

第２段階
世帯全員が町民税非課税で前年の課税年金収入額と合計所得金額の
合計が８０万円以下の人

基準額×０．５０ ２５，２００円

第３段階
世帯全員が町民税非課税で前年の課税年金収入額と合計所得金額の
合計が８０万円を超え１２０万円以下の人

基準額×０．６５ ３２，７６０円

第４段階
世帯全員が町民税非課税で前年の課税年金収入額と合計所得金額の
合計が１２０万円を超える人

基準額×０．７５ ３７，８００円

第５段階
世帯の誰かに町民税が課税されているが本人は町民税非課税で前年
の課税年金収入額と合計所得金額の合計が８０万円以下の人

基準額×０．９０ ４５，３６０円

第６段階
世帯の誰かに町民税が課税されているが本人は町民税非課税で前年
の課税年金収入額と合計所得金額の合計が８０万円を超える人

基準額×１．００ ５０，４００円

第７段階 本人が町民税課税で前年の合計所得金額が１２５万円未満の人 基準額×１．１５ ５７，９６０円

第８段階
本人が町民税課税で前年の合計所得金額が１２５万円以上１９０万
円未満の人

基準額×１．２５ ６３，０００円

第９段階 本人が町民税課税で前年の合計所得金額が１９０万円以上の人 基準額×１．５０ ７５，６００円

問町健康福祉課 介護支援グループ ☎４２－６６３８

　在宅で高齢者を介護しているご家族に介護用品
（紙おむつ）を購入するための費用の一部を助成
します。
〇対象者：要介護３以上に認定された方で、常時
　おむつを必要とする方（介護保険施設などへの
　入所者、医療機関に入院している方を除く。）
〇助成額：１月あたり３，０００円の助成券を交付
　します。助成券は、各地区民生委員をとおして
　年４回配布します。
〇申請方法：担当ケアマネジャーまたは町健康福
　祉課へ申請書を提出してください。
※申請時には、印鑑が必要です。
※申請は随時受け付けますが、４月分からの適用
締切日は、４月２７日㈮になります。
問町健康福祉課 介護支援グループ ☎４２－６６３８

お知らせ 介護用品（紙おむつ）購入支援事業

児童扶養手当改正について
　平成２４年４月から手当額が改定（１２０円減
額）されました。
　新しい手当額（月額）
　児童１人のとき：９，７８０円～４１，４３０円
　児童２人のとき：１４，７８０円～４６，４３０円
　児童３人目以降は３，０００円加算

特別児童扶養手当改正について
　平成２４年４月から手当額が改定されました。
　新しい手当額（月額）
　１級：５０，４００円（１５０円減）
　２級：３３，５７０円（１００円減）
問町健康福祉課 福祉グループ ☎４２－６６３５

お知らせ 児童扶養手当・特別扶養手当改正について
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今月から平成２４年度町税の
課税が始まります
　新年度を迎え、今月から新たな年度の課税が始ま
ります。今月は軽自動車税の納付月です。納期限内
納付のため、口座引き落としの方は残高の確認を、
納付書での納付の方はお早めに各種金融機関窓口で
の納付をお願いします。
　税金は川西町をよりよい町にするための大切な財
源です。納め忘れがないようご理解とご協力をお願
いします。

税金の納め忘れはありませんか？
　平成２３年度の町税等の納付は３月末で終了とな
りましたが、納め忘れがないか再度確認をお願いし
ます。
　本町では、町税等の納め忘れを防止するために今
月から５月末まで、重点的に未納者宅を訪問してい
ます。万一納め忘れがありましたら、早急に納付い
ただくか、下記までご連絡をお願いします。
　納付催告後、未納のままにしておきますと、差し
押さえ等の法的措置により強制的に納めていただく
場合がありますのでご注意ください。
問町税務収納課 収納グループ ☎４２－６６３４

川西町成人式を５月３日に川西町成人式を５月３日に
開催します開催します

〈期　日〉５月３日㈭・祝日
〈場　所〉フレンドリープラザ
〈日　程〉受付　　　午前９時３０分～

記念撮影　午前９時４５分～
式典　　　午前１０時３０分～１１時
記念行事　午前１１時１０分～

１１時５５分
〈対象者〉平成３年４月２日から平成４年４月

１日までに生まれた町内在住者及び
町立中学校卒業者

※今年の成人式の対象者には、４月上旬にご案
内状を発送しています。

問町まちづくり課 生涯学習グループ ☎４２－６６６８

　今年７月に開催されるロンドンオリンピック出場権を
かけ、第 30 回ロンドンオリンピック男女ホッケー競技
最終予選大会が、４月 25 日から５月６日にかけて、「岐
阜県グリーンスタジアム」において開催されます。
　男子日本代表チームのメンバーとして、本町出身の小
野知則選手（名古屋フラーテル所属：玉庭、置農高卒、
２７歳）が出場することとなっています。
　町にとって初のオリンピック選手の誕生が期待される
ことから、皆さんの応援をよろしくお願いします。
テレビ放映のお知らせＮＨＫ－ＢＳ１
「ロンドンオリンピック男子世界最終予選」

玉庭地区出身小野知則選手が
ロンドンオリンピック最終予選に出場

日程 時刻 対戦カード

４月２６日㈭ 午後４時～ 日本 ＶＳ チェコ

５月２日㈬ 午後４時～ 日本 ＶＳ 南アフリカ

５月４日㈮ 午後４時～ 日本 ＶＳ 中国

５月６日㈰ 午後３時～ 予選１位 ＶＳ 予選２位
問町まちづくり課 生涯学習グループ
☎４２－６６６８

▲オリンピック出場の期待がかかる小野選手
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　下記に該当し、接種を希望される方は、引き続
き接種費用の助成を受けることができます。ご希
望の小児科等をご予約の上、接種ください。
○対象児：
　【ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン】
　５歳未満児
　【子宮頸がんワクチン】
　中学 1年生～高校 1年生
※ただし高校２年生については、前年度１～２回
の接種を受けた方のみ無料になります。
問町健康福祉課 健康グループ ☎４２－６６４０

お知らせ ワクチン助成事業

高齢者の肺炎球菌予防接種費用を一部助成します
　肺炎球菌は、肺炎や気管支炎などを引き起こします。特に高齢者がこの菌による肺炎にかかると重症化し
やすいといわれています。川西町では、肺炎球菌予防接種にかかる費用の一部を助成します。
【助成の内容】
○助成期間：平成２４年４月１日～平成２５年３月３１日
○対象者：①平成２４年４月１日現在７５歳の方②平成 23 年度に接種機会を逃した 76 歳以上の方

　　　　　　※次の項目に当てはまる方は除きます。
　　　　　　・川西町に住所がない方
　　　　　　・過去に町の助成を受けて肺炎球菌予防接種を受けた方
　　　　　　・肺炎球菌予防接種に対し健康保険の適用がある方
　　　　　　（脾臓（ひぞう）を摘出している方は主治医にご相談ください）

○助成額：町からの助成額は３，０００円（一人につき 1回限り）です。
　接種費用との差額は自己負担になります。接種費用は、医療機関により異なりますので各医療機関にお問
合わせください。（接種費用６，０００円～９，０００円程度）

○手続方法：①７５歳で該当される方には、「助成券」を郵送にて送付します。
　　　　　　②７６歳以上で接種を希望される方は、電話等により町健康福祉課に「接種券」の交付を申し
　　　　　　　込んでください。（電話受付：４月１６日㈪～　平日：午前８時３０分～午後５時）
※「接種券」がお手元に届いたら、医療機関を予約してください。接種当日、医療機関の窓口に「接種券」
を提示し、接種後、窓口で差額を支払います。
※接種可能な医療機関については、「助成券」送付の際にお知らせします。

接種上の注意
・７６歳以上の方は必ず、事前に「接種券」の交付を受けてください。「接種券」を医療機関に持参しない
と助成を受けることができません。
・この予防接種は、希望する人だけが受ける任意接種です。かかりつけ医等とよく相談し、接種を受けてく
ださい。
・肺炎球菌予防接種は 1回の接種で５年間免疫が持続するといわれています。インフルエンザ予防接種のよ
うに、毎年接種する必要はありません。
　

問町健康福祉課 健康グループ ☎４２－６６４０

４月２２日は
川西町長選挙の投票日
　４月２２日は、川西町長選挙の投票日です。忘れ
ずに投票しましょう。詳しくは３月１５日号をご覧
ください。
　総務省より選挙公報のホームページへの掲載を認
める通知がなされたことから、今回の町長選より選
挙公報が町のホームページに掲載されます。なお、
無投票の場合は選挙公報は発行されません。　
問川西町選挙管理委員会 ☎４２－６６８９
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川西町住宅建設支援事業
町では、町内に自ら居住する住宅の新築・
増改築・改修等を行う場合補助金を交付します。

〇対象者：①町内に自ら居住する住宅等を建設する方
　②町内の施工業者と契約する方 （県補助のみの場合は、
　　県内の施工業者可能）
　③耐震改修工事は耐震診断の結果に
　　基づき評点を上げる工事を行う方
　④町税の滞納がない方
　⑤１０万円以上の工事を行う方
〇補助内容：

定例監査の結果をお知らせします

〇監査の種類：
　地方自治法第１９９条第４項及び川西町監査
の執行に関する条例第２条の規定に基づく定
例監査

〇監査執行期日及び監査対象課等：
　平成２４年２月２０日　農地課、産業振興課
　平成２４年２月２７日　出納検査課、議会事
務局

　平成２４年２月２９日　地域整備課
〇監査委員の氏名：
　島貫憲明、髙橋照夫
〇監査対象事項：
　主として平成２３年度における財務に関する
事務の執行及び経営に係る事業の管理に関す
る次の事項

①歳入の調定及び収納に関すること。

②歳出の予算経理に関すること。
③町補助金等の交付決定に関すること。
④支出負担行為における入札及び契約に関する
こと。

⑤その他、必要と認める事項
〇監査の手続き：
　各課が所管する財務に関する事務の執行及び
経営に係る事業の管理に関する事項について、
適法性、効率性に留意し関係書類、資料の提
出を受け、書類監査及び関係職員からの聴き
取りを行った。

〇監査の結果：
　監査対象事項において、適正に処理されてい
た。

問町監査委員事務局　☎４２－６６７４

　【一般工事・要件工事】
　①町補助のみを受ける場合（一般工事）
　　　工事費の２０％（上限額１０万円）
　②県補助のみを受ける場合（要件工事）
　　　工事費の１０％（上限額２０万円）
　③町と県の両方の補助を受ける場合（要件工事）
　　　工事費の１０％（上限額１０万円）に、
　　　②の県補助分が上乗せとなります。
　【耐震改修工事】
　　①工事費の１／４（上限額６０万円）
　　　県補助の工事費１／４（上限額６０万円）　
　　　が上乗せとなります。
〇受付開始：４月１６日㈪から受付順となります。
※詳しい内容は、下記までご連絡ください。

問町地域整備課 建設管理グループ ☎４２－６６４７

役場本庁舎前にモニタリングポス
トが設置されました

　
役場本庁舎正面玄関前に放射線量を測定する

ための、可搬型モニタリングポストが設置され
ました。これは、文部科学省が国民の安全・安
心のために導入したもので、測定結果について
は、１０分間ごとに自動で送信され、文部科学
省のホームページにおいて、リアルタイムで公
表されています。

○重点運動期間：４月９日～５月６日
「忘れない山への感謝と火の始末」を統一標
語に、皆さんの貴重な財産である山林を守り
ましょう。
問置賜広域行政事務組合 川西消防署 ☎４２－３７００

山火事予防運動
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出
会
え
る
場
所
で
す
。
ほ
ん
の

ち
ょ
っ
と
の
勇
気
を
出
し
て
お
子
さ
ん

と
一
緒
に
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ

い
。

川
西
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

〜
子
育
て
だ
よ
り
〜

〜
子
育
て
だ
よ
り
〜

４
・
５
月
の
ル
ン
ル
ン
子
育
て
広
場
日
程
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母子健康手帳交付

〈期　　日〉５月１４日㈪、２８日㈪
〈受付時間〉９：００～１６：３０
〈場　　所〉川西町役場 健康福祉課
〈持 ち 物〉妊娠届出書

ママパパ教室

〈期　　日〉５月２２日㈫
〈受付時間〉１３：１５～１３：３０
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉初妊婦とその夫
〈申込方法〉５月１５日㈫まで電話で申し込み
〈持 ち 物〉母子健康手帳

健康カレンダー 問町健康福祉課 健康グループ
☎４２－６６４０

９・１０か月児健康教室

〈期　　日〉５月２３日㈬
〈受付時間〉１３：００～１３：１５
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉平成２３年７月～８月生まれの幼児
〈持 ち 物〉母子健康手帳、タオル、おむつ
※日中保育されている方も付き添ってください。

ぴかぴか歯っぴい教室

〈期　　日〉５月２４日㈭
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉①平成２２年５月生まれの幼児

【受付時間】９：２０～９：３０
②平成２１年５月、平成２１年１１月、
平成２３年３月生まれの幼児ほか
【受付時間】９：３０～１０：００
③妊婦及び夫
【受付時間】９：５０～１０：００

〈持 ち 物〉母子健康手帳、タオル、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金５００円）。
※２歳のお子さんは、うがいや歯みがきの指導があ
りますので１時間程度かかります。

子育て支援（旧乳幼児）医療証を交付します

４月末で更新が必要な方は、
１歳児から小学６年生までの
誕生日が４月２日から５月１日生まれの方です。
〈持 ち 物〉①印鑑②お子さんの健康保険証③平成
２３年１月１日に本町に住所がない方は、扶養者の
平成２２年分の所得額と控除額のわかる書類
〈受　　付〉４月２３日㈪～５月３１日㈭
※６月以降に申請された場合、５月分の医療費は自
己負担となる場合があります。
〈申請・問合せ先〉
町健康福祉課 医療給付グループ ☎４２－６６４０

１歳６か月児健康診査

〈期　　日〉５月１８日㈮
〈受付時間〉１３：００～１３：１５
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉平成２２年１０月～１１月生まれの幼児
〈持 ち 物〉母子健康手帳、タオル、おむつ、問診票、

歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金５００円）。

ポリオ予防接種

〈期　　日〉５月２５日㈮
〈受付時間〉１３：１５～１３：４５
〈場　　所〉川西町農村環境改善センター
〈対 象 者〉
①平成２３年１０月～平成２４年１月生まれの乳児
②平成２３年６月～９月生まれの乳児
③上記以前に生まれた９０カ月未満の未接種児
〈持 ち 物〉母子健康手帳、予診表

予防接種のお知らせ
　以下の予防接種は、下記生年月日になるお子さん
が対象になっております。詳細については、個別に
通知しておりますのでご確認下さい。
＜平成２４年度予防接種対象者＞
◆ジフテリア・破傷風予防接種
　平成１２年４月２日～平成１３年４月１日生まれ

（小学６年生）
◆麻しん風しん予防接種　
①第２期　小学校就学前 1年間にあるお子さん（年長児）
　平成１８年４月２日～平成１９年４月１日生まれ
②第３期　中学 1年生相当の年齢にある方
　平成１１年４月２日～平成１２年４月１日生まれ
③第４期　高校３年生相当の年齢にある方
　平成６年４月２日～平成７年４月１日生まれ

町報かわにし　20平成２４年４月１５日21　町報かわにし 平成２４年４月１５日

健康情報ひろば

〜
介
護
認
定
の
申
請
・
相
談
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
〜

　平成 18年に地域包括支援センターがスタートして、6年が過ぎようとし
ていますが、まだまだ「何の相談ができるところなの？」と尋ねられること
があります。
　地域包括支援センターは、地域にお住まいの高齢者の皆様が住み慣れた地
域で、安心して生活することができるよう高齢者の皆様を支えるための機関
です。おおむね 65歳以上の高齢者の福祉や介護、権利を守ることなど、高
齢者の生活をあらゆる面でサポートするため、ここでは、社会福祉士・主任
介護支援専門員・保健師などがチームになって高齢者への総合支援を行いま
す。
　今後とも町民の皆様のお役に立つように職員一同がんばっていきますので
どうぞよろしくお願いします。

もの忘れ相談のご案内

　「物忘れをするけど、物忘れは年のせい？誰に相談すればいいの？」「家
族が認知症のようだが、本人は病院に行こうとしないのでどうしたらよい
か悩んでます」など佐藤病院認知症疾患医療センターの専門相談員が物忘
れに関する様々な相談に応じます。ご気軽においでください。

◆日　時　4月 26日（木）午後1時～ 4時
　　　　　5月 25日（金）午前9時 30分～午後０時30分
　　　　　＊6月以降も毎月1回行います。
◆場　所　生きがい交流館　◆予約は不要です。
問合わせ先　川西町地域包括支援センター
　　　　　　☎４６―５５１１

ひとり暮らしの高齢者の方へ

　地域包括支援センターと在宅介護支援センターではひとり暮
らしの方が安心して生活できるように、健康状態や日ごろの生
活状況、困りごとなどのお話をお聞きするためにご家庭に「お
元気訪問」ということでお伺いします。なんでもご相談ください。

地域包括支援センターだより⑫地域包括支援センターだより⑫地域包括支援センターだより⑬問町健康福祉課 介護支援グループ内
地域包括支援センター☎４６－５５１１

いつまでも健やかに住み慣れた地域で生活していけるように、地域包括
支援センターを積極的にご活用ください。
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第
６
師
団
50
周
年
記
念
事
業

　

観
閲
式
、
観
閲
行
進
、
訓
練
展

示
、
戦
車
等
の
体
験
搭
乗
や
装
備

品
展
示
の
ほ
か
、
お
子
様
に
も
楽

し
め
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
山
形
・
宮
城
・
福
島
各
県

の
協
力
に
よ
る
風
評
被
害
払
拭
の

た
め
の
観
光
物
産
や
農
産
物
等
の

展
示
即
売
等
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
の
ほ
か

義
援
金
活
動
等
の
東
日
本
大
震
災

復
興
イ
ベ
ン
ト
も
計
画
し
て
い
ま

す
。

▼
日
時
：
４
月
22
日
㈰

　

午
前
８
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所
：
陸
上
自
衛
隊
神
町
駐
屯

地
問
陸
上
自
衛
隊
第
６
師
団
司
令
部

広
報
室

☎
０
２
３
７

－

48

－

１
１
５
１

甲
種
防
火
管
理
講
習
会

▼
日
時
：
５
月
29
日
㈫
〜
30
日
㈬

▼
場
所
：
米
沢
市
す
こ
や
か
セ
ン

　

タ
ー

▼
受
付
期
間
：
５
月
７
日
㈪
〜

　

５
月
18
日
㈮

問
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
川
西

消
防
署

☎
42

－

３
７
０
０

防
衛
省
自
衛
官
募
集

【
一
般
幹
部
候
補
生
】

▼
応
募
資
格
：
22
歳
〜
26
歳
未
満

の
方
（
22
歳
未
満
の
方
は
大
学

卒
。
大
学
院
修
士
取
得
者
（
見

込
み
含
む
）
は
、
28
歳
未
満
ま

で
応
募
可
。

▼
受
付
：
４
月
27
日
㈮
ま
で

▼
試
験
日
：
５
月
12
日
㈯

問
自
衛
隊
米
沢
地
域
事
務
所

☎
23

－

０
０
１
１

働
き
な
が
ら
学
ぶ
農
業

入
門
講
座
受
講
生
募
集

　

稲
作
・
果
樹
・
野
菜
栽
培
の
基

礎
を
夜
間
に
学
ぶ
講
座
で
す
。
稲

作
、
果
樹
、
野
菜
の
３
コ
ー
ス
を

開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
回
数
：
６
〜
９
回
（
５
月

11
日
㈮
か
ら
順
次
開
催
。
各
回

午
後
６
時
30
分
〜
９
時
）

▼
場
所
：
天
童
市
市
民
文
化
会
館

　
（
中
央
公
民
館
）
３
階
実
習
室

▼
募
集
人
数
：
50
名

（
稲
作
コ
ー
ス
は
30
名
）

▼
受
講
料
：
無
料

▼
申
込
方
法
：
①
氏
名
②
住
所
③

電
話
番
号
④
希
望
コ
ー
ス
に
つ

い
て
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、

抽
選
で
受
講
生
を
決
定
し
ま
す
。

▼
申
込
期
限
：
５
月
１
日
㈫

問
山
形
県
立
農
業
大
学
校
研
修
部

☎
０
２
３
３

－

22

－

８
７
９
４

県
立
農
業
大
学
校　

　

園
芸
教
室
受
講
生
募
集

　

基
礎
的
な
園
芸
の
知
識
と
農
作

業
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▼
期
間
：
５
月
18
日
㈮
か
ら
４
回

　
（
1
回
２
時
間
）

▼
場
所
：
県
立
農
業
大
学
校
「
緑

風
館
」

▼
募
集
人
数
：
花
卉
コ
ー
ス
・
野

野
菜
コ
ー
ス
30
名

▼
受
講
料
：
無
料

▼
申
込
方
法
：
①
氏
名
②
住
所
③

電
話
番
号
④
希
望
コ
ー
ス
に
つ

い
て
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
：
５
月
９
日
㈬
必
着

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、

抽
選
で
受
講
生
を
決
定
し
ま
す
。

問
山
形
県
立
農
業
大
学
校
研
修
部

☎
０
２
３
３

－

22

－

８
７
９
４

危
険
物
取
扱
者
試
験

甲
種
・
乙
種
（
全
類
）・
丙
種

【
第
１
回
】

▼
試
験
日
：
６
月
16
日
㈯　

午
前

▼
試
験
地
：
米
沢
市
他

▼
願
書
受
付
期
間
：
５
月
７
日
㈪

　

〜
16
日
㈬

【
第
２
回
】

▼
試
験
日
：
６
月
23
日
㈯　

午
前

▼
試
験
地
：
長
井
市
他

▼
願
書
受
付
期
間
：
５
月
14
日
㈪

　

〜
23
日
㈬

【
第
３
回
】

▼
試
験
日
：
７
月
14
日
㈯　

午
前

▼
試
験
地
：
寒
河
江
市
他

▼
願
書
受
付
期
間
：
６
月
４
日
㈪

　

〜
13
日
㈬

問
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
川
西

消
防
署

☎
42

－

３
７
０
０

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

▼
日
時
：
①
乙
種
第
４
類　

　

５
月
29
日
㈫
・
30
日
㈬

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

②
丙
種　

５
月
30
日
㈬　
　
　

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
申
込
締
切
：
５
月
18
日
㈮

▼
場
所
：
長
井
市
民
文
化
会
館

問
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
川
西

消
防
署

☎
42

－

３
７
０
０

催　

し

南陽市椚塚1180-5
0238- 40- 3686

スマイルは、厚生労働大臣指定の『健康増進施設』です。

プール ジム 温泉

春の入会キャンペーンを開催！

※詳細はお問い合わせください。
営業時間：１０時～２１時
（日曜・祝日は１７時まで）
※定休日：毎週水曜日

期間　４月２日（月）～６月２９日（金）
お得な回数券も販売中！
回数券販売 ３回券￥2100～

広 告

募　

集

 

働く意欲ある高年齢者!!
 公益社団法人東置賜シルバー人材センター

 

会　員　募　集             
気軽に入会相談をください・・・・  

本所 高畠町大字高畠1058番地 ☎ 52－1448
支所 川西町大字中小松2240番地2  ☎42－3845 

広告
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子ども演劇教室

　フレンドリープラザ附属子ども演劇教室では、歌やダ
ンス、ことば遊びをとおして、ことばをきちんと伝え、
表現する楽しさを学んでいます。
○練習：土曜日２時～４時　月３回程度

（夏に１泊２日の合宿や演劇鑑賞会などあり）
○公演：年２回程度、フレンドリープラザで公演
○募集：小学２年生～中学生（２０名程度）　
○申込締切：５月１２日㈯　○開講日：５月１９日㈯
○授業料：年間６，０００円（別途保護者会費５，０００円）

●５月の休館日

開館時間
火曜日～土曜日 
10：00 ～ 20：00 
日曜日・祝日 
10：00 ～ 18：00 
■は休館日

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

フレンドリーフレンドリー
プラザプラザ

町立図書館・遅筆堂文庫町立図書館・遅筆堂文庫
『くまのこうちょうせんせい』
こんのひとみ作　いもとようこ絵　金の星社刊
いつも大きな声であいさつをしてくれるく
まのこうちょうせんせいに大きな声であい
さつができないひつじくん。そんなある日、
せんせいも大きな声が出せなくなってしま
います。でも、そのおかげで大切なことに
気づきました。あいさつがもっと好きにな
るそんなお話です。

こどもの本

おとなの本

●おはなし会
５月１２日㈯　10：30～ 11：00　おはなしのへや
おはなし会きらきらさんの紙芝居と読み聞かせ

４
月
22
日
㊐
は
プ
ラ
ザ
の
日
（
午
前
10
時
〜
12
時
）・「
遅
筆
堂
文
庫
」
の
本
整
理
を
行
い
ま
す
。

●遅筆堂文庫読書会
５月１３日㈰　14：00～　参加費　無料

『子どもを蝕む空虚な日本語』
齋藤浩著　草思社刊

「マジ、ウザい」「ヤバくね」「ビミョー」こ
んな危ない言葉が子どもたちの「表現力」「考
える力」を奪っています。確かな言葉こそ
一生の宝ものになるのでは。

NHK研修センターの講師で
元NHKアナウンサーの金野
正人氏を招いてのセミナーを
開催します。

【時間】１８：００～２０：００
【会費】１，０００円（先着２０名）

６
２１㊍

■入船亭扇辰独演会
【チケット】一般２，８００円

PLA’s会員２，５００円
高校生以下１，５００円

※当日は２００円増し

頑固一徹、一本気。江戸の雰囲気を全身
から醸し出す粋でイナセな、古典の中か
ら飛び出してきたような落語家、入船亭
扇辰。プラザ寄席に遂に登場です。

５
１２㊏

■朗読セミナー

参加
者募
集

遅筆堂文庫読書会

遅筆堂文庫の蔵書や関連した資料を活用した遅筆堂文庫
ならではの読書会を開催しています。いつからでも、ど
なたでも、参加出来ます。ぜひお気軽に御参加ください。
○日時：毎月第２日曜　午後２時～

今年度よりスタート！演劇学校シニアコース
シニアの仲間で芝居を基本から学び、舞台に立ってス
ポットライトを浴びる醍醐味を味わいませんか。
　照明・音響・メイクな
どのスタッフワーク基礎
や、発声・身体ワーク・
ダンスなど演劇表現の基
本を学びます。シニアの
方の申し込みを心からお
待ちしております。
○申込締切：４月３０日㈪　○開校日：５月１３日㈰
○受講対象者：５０歳以上ならどなたでも
○受講期間：２０１２年５月～２０１３年３月
○講習予定：月３回程度　○受講料：月額２，０００円程度
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かわにし行事予定カレンダーかわにし行事予定カレンダー月５
1

2 水

6 日

7 月

8

9 水

10 木

11 金

12 土

13 日

14 月

15 火

16 水

17 木

18 金

19 土

20 日

21 月

22 火

23 水

24 木

25 金

26 土

27 日

28 月

29 火

30 水

3

4 金

5 土

木

火

火

・心配ごと相談（１３：３０～１６：００　健康福祉センター）

・心配ごと相談（１３：３０～１６：００　健康福祉センター）

・行政相談（１３：３０～１６：００　健康福祉センター）

・弁護士消費生活相談（１４：００～１６：００　健康福祉センター）
・ルンルン子育て広場（９：３０～１１：３０　子育て支援センター）

・ルンルン子育て広場（９：３０～１１：３０　農村環境改善センター）

・町税等口座振替納付日

・心配ごと相談（１３：３０～１６：００　健康福祉センター）

・心配ごと相談（１３：３０～１６：００　健康福祉センター）
・特設人権相談（１３：３０～１６：００　健康福祉センター）

31 木

・町税等口座振替納付日

・成人式（９：３０～　フレンドリープラザ）

・甲種防火管理講習会（米沢市すこやかセンター）

・パソコン教室（午前の部　１０：００～１２：００　中央公民館４０２）
　　　　　　　（午後の部　１３：００～１５：００　中央公民館４０２）

・パソコン教室（午前の部　１０：００～１２：００　中央公民館４０２）
　　　　　　　（午後の部　１３：００～１５：００　中央公民館４０２）

・こまつ市（７：００～８：３０　ＪＡ山形おきたま東側駐車場）

・川西ダリヤ園スプリングフェア（１０：００～１６：００　ダリヤ園多目的広場）

・川西ダリヤ園スプリングフェア（１０：００～１６：００　ダリヤ園多目的広場）

・川西ダリヤ園スプリングフェア（１０：００～１６：００　ダリヤ園多目的広場）

・犬川地区ソフトボール大会（８：００～　多目的運動場）

・大塚地区花いっぱい運動（６：００～　大塚地区内）
・小松地区福祉部会（１８：３０～２０：３０　中央公民館）

・小松地区ボランティアの会総会（１１：００～１３：３０　浴浴センターまどか）

・小松地区自主防災連合会理事会（１８：３０～２０：３０　中央公民館）

・小松地区花いっぱい運動（１４：００～１６：００　小松地区内）

・小松地区自主防災連合会総会（１８：３０～２０：３０　中央公民館）

・東南置賜親善ゲートボール大会（多目的運動場）

・町ホッケー大会（川西中グラウンド）

・国体バスケットボール競技地区予選会（町民総合体育館）
・第２０回青木杯グラウンド・ゴルフ大会（多目的運動場）

・第３４回桜花杯ゴルフ大会（山形南カントリークラブ）
・県小学生バレーボール米沢地区予選会（町民総合体育館）

・山形県立置賜農業高等学校創立１１７周年記念講演
（９：２０～１０：５０　置賜農業高校体育館）
・６次産業説明・相談会（１３：３０～１６：３０　東沢活性化センター）

・６次産業説明・相談会（１３：３０～１６：３０　吉島地区交流センターきらり）

・おはなし会（１０：３０～１１：００　フレンドリープラザ）
・入船亭扇辰独演会（１９：００～　フレンドリープラザ）

・遅筆堂文庫読書会（１４：００～　フレンドリープラザ）

・もの忘れ相談（９：３０～１２：３０　生きがい交流館）

・母子健康手帳交付（９：００～１６：３０　町健康福祉課）

・母子健康手帳交付（９：００～１６：３０　町健康福祉課）

・ママパパ教室（１３：１５～　生きがい交流館）

・９・１０か月児健康教室（１３：００～　生きがい交流館）

・１歳６か月児健康診査（１３：００～　生きがい交流館）

・ポリオ予防接種（１３：１５～　川西町農村環境改善センター）

・ぴかぴか歯っぴい教室（９：２０～　生きがい交流館）
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…３月分届出…

「戸籍の窓」に掲載を希望しない方
は、届出の際に窓口（町住民生活課）
でお伝えください。
１７時以降の火葬の受付：川西町役場☎４２－２１１１

　　　　９人

死亡者 年齢 世帯主 大字

嵐田　行男 ６４ 行男 堀　金
金子　文一 ８３ 文一 上小松
緒形　いつ ８６ 雄一 上奥田
島貫　　要 ５８ 要 下平柳
齋藤　きみ ８４ 富雄 時　田
加藤　清一 ９１ 清藏 西大塚
佐々木敏子 ８２ 栄信 高　山
尾田　常彌 ９５ 憲一 吉　田
飯澤　芳夫 ８４ 芳夫 西大塚
近野　みよ ７７ 久男 西大塚
髙橋しきの ８７ 正昭 高　山
須貝　ちよ １００ 了一 大　塚
江本　みゑ ８９ 　紀 上小松
平田　治雄 ５４ 和也 西大塚
藤戸　法義 ６３ 法義 上小松
髙橋　トメ ８９ 実 上小松
島貫　みゑ ８４ 清勝 吉　田
佐藤オハツ ９３ 寛治 莅
竹田　光雄 ８３ 光雄 上小松
齋藤　武美 ８２ 武美 堀　金
巻田　　う ９１ 洋一 下奥田
齋藤久美子 ５８ 史郎 中小松
島貫　ませ ９４ 純一 下平柳

　　　　  　２３人

0 8 0̶6008̶8330
0 8 0̶6008̶5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。

期　　間 当番店（社） 電話番号

４月１６日～２２日
㈲米野建設 ☎４２－２３９２

サイトウ電気設備工業㈱ ☎４２－４１１１

４月２３日～２９日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００

齋藤設備 ☎４２－２４８０

４月３０日～５月６日
㈱藤島建設 ☎４２－３１６６

㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

５月７日～５月１３日
㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１

㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

５月１４日～２０日
㈲米野建設 ☎４２－２３９２

サイトウ電気設備工業㈱ ☎４２－４１１１

４月の町税等

●軽自動車税
●上下水道使用料（３月概算分）

口座振替日　５月１日㊋
納付期限　　５月１日㊋

川西町の人口

17,209 人（－36）
男　　　8,423 人（－ 13）
女　　　8,786 人（－ 23）
世帯数　5,248 世帯（－ 3）

※３月末日現在の住民基本台帳人口

４月・５月

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先

健 康 相 談
（こころの健康相談）

５月１４日㈪・２８日㈪
午後１時～４時 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０

行 政 相 談 ５月１６日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

特設人権相談 ５月２日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

弁護士
消費生活相談

５月９日㈬
午後２時～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

心配ごと相談 毎週水曜日
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

川西町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

無料法律相談 毎週月曜日
午前９時～午後５時

山形県高齢者総合
相談センター

山形県高齢者総合相談センター
☎０２３－６２２－６５１１

５月

　　　　６組
新郎　　　　　　　新婦 大字

嶋貫　雅樹 ♥ 遠藤　晴香 下小松
吉村　　晃 ♥ 情野美也乃 玉　庭
長谷川隆太 ♥ 石井可奈子 大　塚
内海　正義 ♥ 和田　美香 洲　島
坂野　　充 ♥ 大山　紗希 東大塚
船越　裕貴 ♥ 鈴木　一美 西大塚

出生子 性別 保護者 大字

保科　希
き わ

羽 女 治 ・剪明鳳 大　塚

片倉　大
と あ

空 男 隆弘・ 美紀 下奥田

寒河江杜
とうわ

和 男 和久・惠理子 吉　田

鈴木　昊
こうめい

明 男 貴之・ 奈美 尾長島

白石　　成
せい

男 一善・ 希 小　松

安部　結
ゆいと

人 男 浩則・ 真未 西大塚

髙橋　　仁
じん

男 英樹・ 理絵 高　山

清野　龍
りゅうや

哉 男 隆伸・ 美希 吉　田

島貫　未
み う

宇 女 金鍾勳・ 渚 上小松、
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　新鮮野菜や菓子、惣菜など、町内商業者と
農業者の産品を販売する「こまつ市」。今年も、
朝食が食べられる朝市としてスタートします。
　また、こまつ市では、一緒に販売する仲間や
広告主を募集しておりますので、お気軽にお問
い合わせください。
○日時：５月～１１月の原則毎月第２土曜日
　　　　午前７時～８時３０分
○場所：ＪＡ山形おきたま川西支店東側駐車場
　※雨天時および１１月は中央公民館開催
○登録料：６，０００円（年額）
○出店料：売上の５％
○申込締切：４月２０日㈮　※締切日以降につ
　いては、下記にご相談下さい。
問町産業振興課 ６次産業推進室 ☎４２－６６９６

ニュースタイル市場

こまつ市こまつ市
５月のこまつ市は
５月１２日㈯に開催します

　約１００種類のダリヤの球根を花の写真を
見ながら選んで買うことができる全国でも珍
しいイベントです。ご自宅でお気に入りのダ
リヤを育てて癒しのひとときを過ごしてみま
せんか？
ダリヤの球根は、下記のイベントでお求めい
ただくと大変お得です。ぜひご利用ください。

５月１１日金 １２日土 １３日日
１０：００～１６：００
場所：川西ダリヤ園多目的広場
　　　　　（浴浴センターまどか隣）
内容：川西産ダリヤの球根販売
　　　各種園芸用品の販売　ほか

問町産業振興課 商工観光グループ☎４２－６６４５

日時：５月１２日㈯、１３日㈰
　　　１３：００～
場所：川西ダリヤ園多目的広場
参加費：無料
　ダリヤ球根の植え方、育て方について
の講習会をスプリングフェア会場にて開
催します。初心者の方でもわかりやすい
講習会です。お気軽にご参加ください。

ダリヤ栽培講習会

日本最大規模のダリヤ球根即売会

川西ダリヤ園スプリングフェア


